22北国の省エネ・新エネ大賞　【様式２－１】

活動内容詳細書（組織用）

(図表等を含めて８ページ以内)
	1 温室効果ガス削減への寄与度　　　　＊啓発普及部門に応募の場合は、本項目の記載は不要です
削減量と率、その根拠（計算式等）を記載してください

	　当該項目は、省エネルギー対策又は新エネルギー利用等の取組による温室効果ガス削減効果が評価のポイントです。当該取組による温室効果ガス削減量及び当該取組の有無による温室効果ガス排出量の差異（削減率）がわかるよう、定量的に記載してください。
＊温室効果ガス排出量の算出は、「温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数」によってください。http://www.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/manual/

	


	②先進性・独創性

	当該項目は、新たな視点に立った取組であるかという点と当該取組の発想が斬新的で独創性に富んだものであるかという点が評価ポイントです。他の取組とは異なる点、従来の発想とは異なる点を中心に記載してください。

	


	③汎用性・波及性

	当該項目は、当該取組が他の組織でも活用できる普遍的な取組であり、同業種のみならず、他業種であっても汎用できるものか、また、他の組織が当該取組を実施する経済性があるものであるかという点が評価ポイントです。どのような組織でも汎用可能な取組であり、当該取組を実施するためのコストも費用対効果にすぐれていることについて、定量的（設備の改修等の場合は投資回収年数等の数値）に記載してください。

	


	④継続性・持続性

	当該項目は、当該取組をこれまで長期間にわたり実施してきており、実効性がある取組であること、また、今後、将来的にも当該取組が実施されるのかという点が評価ポイントです。当該取組の実施期間とそれによる成果（温室効果ガス削減効果に関しては、①での記載事項であるため、関係者の意識の変化等当該取組により付随して生じた成果を記載）と今後の中長期的な計画を記載してください。

	


	⑤地域貢献度

	当該項目は、当該取組がどの程度地域における経済の活性化、省エネの推進、新エネの導入等に貢献しているかが評価のポイントです。

	

	






















































